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納税予測システムとは、⼊⼒した仕訳を元に当期納税額の予測をする機能になります。 
発展会計をご利⽤２期目以降から、ご利⽤頂けます。 
その期の６カ⽉目まで仕訳が⼊⼒されていれば、決算までの収益・費⽤を前年データを 
活⽤し、予測することが出来ます。 
自社の最終業績を決算数ヶ⽉前にシミュレーションすることで、「法人税」「事業税」 
「都道府県税」の税額計算を自動的に⾏うことが出来ます。 
このシミュレーションを⾏い納税額を把握することによって、納税時の資⾦繰り対策を 
事前に⾏うことが出来ます。 
 
 
 
 
 
 
１－１．納税予測報告書 年度・⽉次設定 
 
納税予測報告書の機能は、Ｆ３決算処理メニューの３未経過⽉予測・税務から利⽤出来ます。 
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納税予測⼊⼒（⼀般）から⼊⼒します。 
年度・⽉度 → 予測条件 → 予測調整 → 所得調整 → 税額試算 の順に進めます。 
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①予測を⾏う年度及び最終実績⽉度の設定 
年度と最終実績⽉度をプルダウンから選択します。 

 
 
年度と最終実績⽉度を設定したら、「次へ」のボタンを押して下さい。 
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１－２．納税予測報告書 予測条件の設定 
 
残りの期間の予測方法をプルダウンで選択します。 
※売上⾼予測・人件費予測・限界利益額予測・⼀般管理費予測 

 
 
各項目を選択して「次へ」を押して下さい。 
 
①売上⾼予測 
前年同⽉と同額 or 前年対⽐経過⽉平均 
②人件費 
前年同⽉と同額 or 前年対⽐経過⽉平均 or 最終⽉と同額 or 当期実績平均値 
③限界利益予想 
前年対⽐経過⽉平均 or 当期限界利益率より 
④⼀般管理費予測 
前年同⽉と同額 or 前年対⽐経過⽉平均 or 前期実績平均額 or 当期実績平均値 
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１－３．納税予測報告書 予測調整の設定 
①予測調整額の設定 

 
 
1.予測結果の調整額を⼊⼒します。 
 
2.調整額の内訳を別途⼊⼒します。 
※内訳⾦額が自動で調整額に反映されませんので、⾦額の整合性などをしっかりと確認してください。 
*⼊⼒を取りやめ、前画⾯に戻りたい時は[戻る]ボタンを押します。 
 
3.⾦額を確認したら、[次へ]ボタンを押します。 
 所得調整画⾯に移動します。 
 
②調整額の内訳⼊⼒ 
特殊要因があれば⼿⼊⼒が出来ます。 
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１－４．納税予測報告書 所得調整の設定 

 
 
 
1.所得調整のデータを⼊⼒します。  
*「繰越⽋損⾦」を⼊⼒する場合は、「繰越⽋損⾦」⾏の下の⾏に⼊⼒して下さい。 
2.すべてのデータを⼊⼒し終わったら[次へ]ボタンを押します。 
*⼊⼒を取りやめ、前画⾯に戻りたい時は[戻る]ボタンを押します。 
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１－５．納税予測報告書 納税額の試算設定 
 
修正がなければ、「登録（Ｆ８）」を教えて下さい。これで⼊⼒は完了です。 

 

1. 税額試算のデータを⼊⼒します。 
⻩⾊い背景⾊の項目が⼊⼒項目です。その他の項目は自動計算されます。 

2. すべてのデータを⼊⼒し終わったら[登録]ボタンを押します。 
⼊⼒したデータが保存されます。 
*⼊⼒を取りやめ、前画⾯に戻りたい時は[戻る]ボタンを押します。 

3. ⼊⼒したデータを確認し、[終了]ボタンを押します。 
4. 消費税等及び予定納税額がある場合、⼿⼊⼒になります。 

※ 法人税の計算式  
所得⾦額が 800 万円以下の場合 … 所得⾦額 × 800 万円以下税率  
所得⾦額が 800 万円超の場合 … 所得⾦額 × 800 万円超税率 － 800 万円 × ( 800 万円超税率 
－ 800 万円以下税率)  
中小企業等該当無し(軽減税率非適⽤)の場合 … 所得⾦額 × 800 万円超税率 

※ 法人事業税の計算元⾦額 → ①  所得⾦額 × ( 1 － 事業税非課税割合 )  
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※ 法人事業税の計算式  
  ①が 400 万円以下の場合 … ① × 400 万円以下税率  
  ①が 800 万円以下の場合 … ① × 800 万円以下税率 － 400 万円 × ( 800 万円以下税率 －    
400 万円以下税率 )  
  ①が 800 万超の場合 … ① × 800 万円超税率 － ( 400 万円 × ( 800 万円以下税率 － 400 万
円以下税率 ) － 400 万円 × ( 800 万円超税率 － 800 万円以下税率 ) )  

 
１－６．納税予測報告書 決算⽇変更した場合 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 



11 

 

２．納税予測報告書印刷 
２－１．期間設定 
期間及び最終実績⽉度を選択して下さい。 
 
２－２．印刷設定 
出⼒したい下記の項目を選択して「ＰＤＦ出⼒（Ｆ６）」を押して下さい。 
①表紙 目次 
②各種項目 
・当期経過⽉実績による損益推移確認 
・当期未経過⽉損益予測 
・年間損益予測 
・所得調整及び税額計算 
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＜＜出⼒帳票＞＞ 
表紙                       目次 

 
 
 
01 当期経過⽉実績による損益推移確認
⑴当期経過⽉損益確認              ⑵変動費の推移 

 
⑶人件費の推移                 ⑷⼀般管理費の推移 
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０２ 当期未経過⽉損益予測 
⑴未経過⽉損益予測条件 ⑵未経過⽉損益予測 

 
 
０３ 年間損益予測 
⑴経常損益に影響を与える特殊要因 ⑵税引前当期損益予測 

 
 
０４ 所得調整及び税額試算 
⑴所得調整                    ⑵税額試算明細 
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よくあるご質問 
 
Ｑ．利⽤する対象に制限はありますか︖ 
Ａ．法人・個人ともご利⽤頂けます。 
 
Ｑ．表⽰される⾦額は、税込みですか︖税抜きですか︖ 
Ａ．Ｆ７初期導⼊期⾸残⾼メニューの年度別会計マスタにて選択された方式にて表⽰されます。 
 
Ｑ．予測額の調整は出来ますか︖ 
Ａ．出来ます。調整額を⼿⼊⼒出来る画⾯があります。 
 
Ｑ．表紙と目次を事務所オリジナルにしたいが可能ですか 
Ａ．できません。表紙･目次を出⼒しないことはできます（表紙･目次チェックを外す） 
 
Ｑ．発展会計を今期から利⽤し始めたのですが、納税予測の機能は使えますか︖ 
Ａ．ご利⽤頂けません。前期実績データが必要になるので、２期目以降でご利⽤頂けます。 
 
Ｑ．決算期の変更をしたのですが、納税予測の機能は使えますか︖ 
Ａ．ご利⽤頂けません。前期実績データが必要になるので、決算期変更後と同じ期間の前年データが 
  必要になります。 
 
Ｑ．税額試算の税率はいつの改正税率が表⽰されていますか︖ 
Ａ．最新の税率を反映しておりますが、反映までにタイムラグがある可能性があるため、ご確認下さい。 
  ⼿⼊⼒にて修正出来ます。 
 
Ｑ．予測にあたり特別な事由があった場合、⼿⼊⼒で表⽰出来ますか︖ 
Ａ．出来ます。特殊要因として⽂字⼊⼒が出来ます。 
 
Ｑ．何をベースに数値予測をするのでしょうか︖ 
Ａ．売上⾼、人件費、限界利益額、⼀般管理費、それぞれの前年データ等を元に予測します。 
 
Ｑ．予測に必要なデータ期間はどのぐらいの期間でしょうか︖ 
Ａ．期⾸から６カ⽉間のデータが必要です。７か⽉目以降の予測になります。 
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Q．納税予測⼊⼒の基本的使い方を教えてください 
Ａ．下記の⼿順で⾏って下さい。 

1.予測を⾏う年度を選択します。 
2.業績予測の元になる実績の最終⽉を選択します。 
3.[次へ]ボタンを押します。 

  予測条件指定画⾯に移動します 
 
Ｑ．納税予測報告書印刷（⼀般）の基本的な使い方を教えてください 
Ａ．下記の⼿順で⾏って下さい。 

[期間] を選択します 
納税予測報告書(⼀般)を出⼒する会計年度を選択します。  
最終実績⽉度*  
予測の元になる実績の最終⽉を選択します。  
[帳票]  
表紙  
納税予測報告書(⼀般)の表紙を出⼒する場合はチェックを付けます。  
目次  
納税予測報告書(⼀般)の目次を出⼒する場合はチェックを付けます。  
経過⽉実績  
経過⽉実績を出⼒する場合はチェックを付けます。  
未経過⽉損益予測  
未経過⽉損益予測を出⼒する場合はチェックを付けます。  
年間予測損益  
年間予測損益を出⼒する場合はチェックを付けます。  
所得調整及び税額試算  
所得調整及び税額試算を出⼒する場合はチェックを付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


